
施策評価シート（令和元年度　実績）
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1 1,362 適当・要改善

2 35,879 良好・維持

3 11,893 良好・維持

4 1,102 適当・維持

5 64,511 適当・維持

6 1,356 適当・維持

7 2,618 適当・維持

8 729 適当・維持

9 1,083 良好・維持

10 4,387 適当・維持

11 11,141 適当・維持

12 85,469 適当・維持

13 2,434 適当・維持

14 10,870 適当・維持

15 1,416 適当・維持

236,250 0 0
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妥当性

有効性

効率性

分析の視点

埋蔵文化財調査事業

ふたみ記念館管理運営経費

東大果樹園跡地活用事業（公共施設再配置・町有地有効活用実施計画）

公園等維持管理運営経費

公園等整備事業

観光振興対策経費

観光施設維持管理事業

合計

成果（○）

課題等（●）

〇ラディアンや図書館において、町の文化の発信拠点として利用しやすい施設運営に努めるとともに、様々な催しなどを通

じた情報発信を行うことで、多くの方々の利用があった。

○菜の花ウォッチング、湘南にのみやふるさとまつりなど各種イベントの開催により、観光客等の集客につながった。

●にのみや町民大学を中心とした町民が主体となった文化活動について、今後の支援のあり方の検討。

分析

伝統芸能保存事業

No. 関連する予算等事業名
トータルコスト（千円） 庁内評価（２次評価）

にのみや町民大学推進事業

図書館運営事業　

図書館資料整備事業

社会教育委員経費

生涯学習センター管理運営事業

文化振興事業

文化財保護普及啓発事業

まちづくりの方向性 環境と風景が息づくまちづくり

重点的方針 2-1 地域資源の保全と活用による新たな町の魅力の向上

概要

　町にある海や山などの豊かな自然環境や歴史・文化等の地域資源を保全しながら、それらを活用するための環境整備を

行い、広く情報発信することで、交流人口の増加を目指します。

　町の文化活動の拠点である生涯学習センター・ラディアンや図書館などを活用し、多世代が集い、多目的に利用すること

で魅力的な交流拠点の形成を進めます。

　また、町のシンボルである吾妻山公園をはじめとする多様な自然環境など、既存の魅力を活用して、新たな人の流れを創

出するとともに、東京大学二宮果樹園跡地などの町有地の有効活用と合わせ、訪れてみたくなるまちづくりを進め、町の魅

力の向上を図ります。
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※　町の最終方針　「継続推進」「一部改善」「抜本的見直し」

町の最終方針（今後の方向性）

※1次評価　「Ａ：十分な成果があった」「Ｂ：一定の成果があった」「Ｃ：あまり成果がなかった」「Ｄ：成果が得られなかった」

総合評価（評価・理由等）

Ｂ：一定の成果があった

　ふたみ記念館の運営やにのみや町民大学のあり方などの課題はあるものの、中心となるラディアンや図書館

といった施設については、町民の文化活動の拠点として概ね良好な運営ができた。また、二宮町の歴史や昔

の暮らしを紹介する展示「ものが語る二宮のくらし」をシリーズで行うなど、歴史・文化を通じた町の魅力を発信

することができた。

　菜の花ウォッチング、湘南にのみやふるさとまつり等のイベントの開催により、町内外から多くの方が来客した。

今後、吾妻山公園の魅力をアップさせ、二宮町の良さを知っていただくため、イベント充実を図り、さらなる集

客に努めていく。
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